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体 37，728 74．0 67，058 633
?
8，372 16．4 24，519 23．1
相 4，631 9．1 13，445 12．7
その他 231 0．5 943 0．9
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和　語 8，642 17．0 25，981 24．5
漢　語 3L68662．2 59，322 56．0
外来語 1，427 2．8 2，184 2．！
混種語 9，207 18．0 18，478 17．4
計 50，962 100．0 105，965100．0
『中央公論g1906年分　抽di　10，eOO語の語種構成
異なり　　　％ 延　べ　　　％
和　語 1，595 35．6 5，799 58．0
漢　語 2，189 48．8 3，260 32．6
外来語 72 1．6 87 0．9
混種語 627 14．0 854 8．5
?








































1論　説 417，939歴史地理 427，32717家　庭 187，657
2政　治 106，30210伝　記 82，18418投　書 20，824
3経　済 272，90911随　筆 38，94719編　集 20，101
4法　律 74，40812文　芸 146，81320談　話 115，906
5教　育 60，55113社　会 60，06421小　説 290，175
6宗　教 55，51414海　外 162，96122韻　文 16，760
7農工業 301，77715世　論 98，41523漢　文 77，705
8科　学 106，61816彙報 176，10024その他 385
合　計 3，318，342
　このジャンル別分類の枠組みは，原文の欄別等を指標にしたもので，その対応は次の通りであ
る。（）の中が欄の名称，〔〕の中は欄の名称ではないが内容から規定できるものである。
　1論説（論説・太陽〔巻頭雷〕），2撃墜（政治時評），3経済（経済時評・商業世界），4法律（法律
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　時評），5教育（教門寺評），6宗教（宗教縛評），7農工業（農業世界・工業世界），8科学（科学世
　界），9歴史地理（歴吏地理），10伝記（人物月旦），11随筆（ノ1・三下艦〔随筆〕），12文芸（文…簿寺評），
　13社会（社会時評），14海外（海外事情），15世論（与論一般），16彙報（海内彙報），17家庭（家庭
　談叢），18投書（寄書），19編集〔編集部記事〕，20談話（名家談叢），21小説（小説雑岨〔小説〕），
　22韻文〔詩・短歌・俳句〕，23漢文〔漢文〕，24その他〔皇室関連〕
　本文データに対して，こうしたジャンル別情報を与えておけば，ジャンルを限った検索が可能
になるばかりでなく，用例のジャンルによる分布などを一一　Nで知ることもできる。例えば，この
ジャンル別情報なども，検索性を高めるインデックスの一つとして，有用性の高いものであろう。
　検索性の高さを求める場合，文字列検索だけでは不十分で，テキストに対して何らかのインデッ
クスを付与することが不可欠である。全文を単語や形態素に区切って読みや品詞等の情報を付与
する，金数式によるインデックスの付与が望まれ，実際に，『太陽sの本文の一部に対してはこれ
を試行している。しかし，大規模な本文全体に対してこれを及ぼすことは，労力の観点から見て
現実的ではない。こうした全数式のインデックス付与と，もっと簡便な他の方式によるインデッ
クス付与との共存を図るべきであろう。スカウト式による採集語は，そのような方式によるイン
デックスの一つとしてとらえることができよう。採集語そのものを引き出すインデックスとして
だけでなく，採集語を手がかりに本文データ全体に対して改めて検索をかけることができるシス
テムとして，練り直すのである。たとえば，動詞「とる」に該当する例を多数採集したいとき，
採集語から「取る／執る／採る／資る／撮る／塞る／捕る／灯る／とる」などの表記を得，これ
らの衰記によって文掌列検索をかけるのである。一定の方針に基づいて，人力によって選択され
た語は，その本文全体を何らかの薗で代表していると考えられる。スカウト式によるインデック
スが，他の方式のインデックスや文字列検索などと捕い合って検索性を高めることができれば，『太
陽gコーパスの価値は格段に高まるであろう。そして，用例採集方法としてのスカウト式にも，
新たな価値：が見出だされるであろう。
　なお，「太陽』コーパスを公開するにあたっては，著作権の問題が残されている。次に掲げる表
は，「太陽』1901年分全記：事の著：者の著作権について，没後50年を経過しているか否かでその状況
を整理したものである。
著者没後50年以上経過（1999年現在） 816本
2002年までに没後50年 95本署名記事 著者没後
T0年未満 2003年以後に没後50年 ．7：ユ本：
著者没年等の情報不明 11■18本1
無署名記：事　　（匿名記事・編集部記事含む） 524本
金記事 1624本
　無署名記事については，刊行後50年で著作権が消滅するから，雑誌終刊の1928年から50年以上
経過していることで問題はないであろう。署名記事については著考の没後50年までは著作権が保
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護されている。そこで，1901年分については網掛け部分（200本弱）がコーパスを公開するには問
題となる。この状況のままでは全体の一割強が著作権をクリアできないことになり，1909年以後
については，その割合が高くなるものと思われる。没後50年を経過していない場合は，著作権者
に承諾を求めていきたい。署名されていてもその著者の没年等が不明なものについては，調査文
献や調査機関を広げるなどして解明に努力したい。
　『太陽sコーパスは，3～4年後に電子媒体によって公開し，一般の利胴に供する予定である。
6．代表例抽出索引方式と文学作品
6．1．代表例抽出索引方式の位置付け
　代表例抽出索引方式による用例採集は，国語辞典編集室におけるそれ以前の全数式とスカウト
式という2種類の用例採集方式の利点を生かすことを特徴として平成6年度より始めた。
　国語辞典編集準備室開設当初はカードを粥いた手作業による用例採集を行う計画であったが，
計算機のデータ処理能力の向上によってそうした用例採集を計算機を用いて行うことが容易になっ
てきたため，代表例抽出索引方式では最初から採集作業の流れ全体に計算機（パソコン）が介在
する方式として計画した。基本的には，金数式と同じく対象資料金体の語を扱う方式である。
　全数式用例採集の特徴として，
　・対象資料全体の語の種類
　・対象資料中の全語数
　・痛惜毎の語数やその構成
　・同一語の異表記のパターン
など，資料全体にわたる情報の把握が容易である点をあげることができる。
　また，スカウト式用例採集の特徴としては，5．1．に述べたように，全数式による用例採集に比
して時間的な節約が可能な点をあげることができる。
　両者の特徴を裏返せば，全数式は対象資料一体の語を採集対象とするために短期間で大量のテ
キストデータを扱うことが難しく，スカウト式は短期間に全数式よりも幅広くより多くの資料に
あたることや異なり語数を増やすことは可能であるが，出現した語金体を扱えないために対象資
料を語彙という視点から特徴付けて把握することが難しいということである。そうした：事情から，
全体のデータ量が少ない国定読本に金数式が採用され，内容が多方面，多岐にわたる雑誌『太陽s
にスカウト式が採用されたわけであるが，代表例抽出索引方式は，金数式と岡様に対象資料全体
の語を対象としながらもスカウト式と同様に短い期問で用例採集ができるよう，両者の中間的な
：文章形態の文学作晶を対象とした。
6．2．代表例抽出索引方式の採集作業
　では，具体的にこの方式による用例採集作業の流れについて述べる。
　（1）対象資料
　当初対象と考えた文学暦学は，『用例採集のための主要文学作晶目録』（昭稲55年，以下陸要文
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学作品目録iとする）にあげられている1869（明治2）年から1966（昭和41）年までの期間の139作品
のうち，現在国語辞典編集室で用例採集の対象時期としている1901～1950年の50年間に発表され
た文学作品116点である。
　その後，116点の作品のうち1万文節以上の作品は対象から外し，さまざまな作家の1万文節以
下の作品から幅広く偏りのない用例採集を行うよう若干の方針変更を行った。これは長編の多い
作家あるいは「1主要文学作品員録sに長編のみあげられている作家の場合，どうしても採葉結果
にその作家の使用語彙への偏向が出てしまい，延べ語数の増加に比して異なり語数の増加が伴わ
ない結果になるのではないかと考えたからである。また，1万文節以下の短編とするのは文学作
品中の同一語，特に固有名詞（登場人物名，地名など）の重複をできるだけ押さえたいということ
と，作品の背景の違いが使用語彙における異なり語数の増加につながると考えたからである。異
なり語数の増加にこだわるのは「代表例抽出索引方式jという方式のもつ特性に関係している。
それは，この方式が最終的な形態として，個々の語の代表的な意味・用法に重きをおいた用例集
を目指しており，既に収集した用例と比較して意味・用法が同一のものはできる限り粥例集から
は外すことを考えているからである。より多くの作家と作品から，語はもちろん，意味・用法の
異なりを多く獲得することもこの方式の碍指すところである。
　これらの文学作品の選定は，以下の手順に従って行われた。
　まず，現代の代表的な文学全集15種類に収録されている金作品をリストアップし，それをもと
にして「主要文学全集収録作品目録」を作成（『主要文学作品目録』第H部に掲げられている）。次に，
「主要文学全集収録作品葭録」に収められた全：1506点の作晶について，近代文学研究の専門家及び
作家10名に100作鍼程度ずつ推薦を依頼した。
　このとき，口語体，文語体の別は間わなかったが，
　　　　①著名な作家の代表的な作品，文芸的価値の高いもの。
　　　　②その時代によく読まれ，または現代まで読み継がれてきたもの。
　　　　③用語：文章が標準的で，一般読者への影響があったと考えられるもの。
ということを作品の性格としてもつものと限定した。
　また，年代や作家に偏りが出ないこと，初版本の入手しやすいもの，という点も考慮した。
　この結果，1506点の作品のうち，572作贔が選定された。さらにこの572作品の中で選定者4名
以上からの推薦を受けた作品139作品を主要な文学作品とした。
　年代別に4名以上の方が選定された作品数をみてみると，
　　　　1901年～1950年：116作晶
　　　　1868年～1900年：17作品
　　　　1951年以降：　　6作晶
となっている。
　その後，作業を進めるうち，当面の作業対象文学作品について，
　・より幡広く語の異なり絹例を集める
　・作家／作品による特定の語のlii現数偏向を避ける
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という観点から，116点の作晶のうち，概算で1万文節以下のものを当面の対象とし，さらに「1主
要文学作品翼録』作成の準備段階資料である「用例採集のための文学作品選定目錨から，やは
り概算で1万文節以下の作品を優先して対象とするように方針に変更を加えた。
　以下に現在の対象文学作品数を示す。
「用例採集のための主要文学作品瞬録」 46作品 1万文節以下45作融P万分節以上1作晶
205作品 1万文節以下※
「主要文学全集収録作品目録」
83作品 1万文節以下の作話のない作家のﾅも短い作品
合　　計 334作品
※霞録上は206作品あげられているが，実際には文節数概算の誤りが1点あり，それを除いた数。
次に対象文学作品の種類と作品数及び概算文節数を示す。
種　類 作晶数 文節数
小　説 280 1，490，580
評　論 34 105，43Q
随　筆 8 16，690
戯　曲 8 46，290
童　話 4 10，780
合　計 334 1，669，770
　※　文簿数で作品の規模を示すのは，助詞・助動詞を除いた廼べ語数に近い数がそれで得られると考
　　えたからである。
　これらの対象となる文学作品全体については，書誌調査を行い，できる限り初版を底本とする
ことを基本方針としている。初版本そのものの入手は目的ではないので，初版の所在や復刻版の
有無を確認して，コピーあるいは復刻版を入手し，それらを電子化してデータ作成を行うことと
している。初版が見つからない，あるいは複写不可の場合，書誌調査結果で判明した初版から5
年以内に出版された単行本を使用することにしている。また，単行本がない場合は所載の雑誌を
底本データとして利用することにしているが，初出の情報についてまだ不明なものが30作品余り
残っている。また，著作権についても『太陽』の場合と同じように調査を進めている。
　（2）採集作業の流れ
　作業方法としては国定読本に対して行われた全数式用例採集作業とほぼ同様の手法で採集作業
を進めていく。以下は書誌調査によって初版本もしくはそれに準ずる底本とするに足るテキスト
を入手した後の流れである。
①本文入力
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　本文入力は，当初室員による入力，OCR（光学読取装置）を利用しての入力など試みてみたが，
1文字当たりの入力単価が下がったため，現在は外部業者への発注によって入力を行っている。
　②本文チェック
　外部で入力されたテキストデータの校正を行う。このとき，漢字によってはJISコード上にない
ものがあり，それらはできるだけ国語辞典編集室内で取り決めた包摂規準によって代替漢字を用
いるなどして処理を行う。それができない場合はゲタ記号（崖）によって置き換える。また，かな
についても変体仮名のようなものなどについてはその情報を記録して通常のかなを用いて処理す
る。
　③単位切り
　テキストデータの本文校正が終了したものを，一定の単位（最終的な用例集における見出し語〉に
よって切り解す。
④KWIC作成
　一定の単位に切られた本文データをプログラムにかけ，各単位毎にKWICすなわち切り出さ
れた単位（語）の前後の文脈が見えるようなデーター覧を作成する。この時点で単位に不揃いなも
のがあれば単位の切り直しや字句の修正を行う。
　⑤情報付与
　③，④の作業を終えたデータに対して，文脈を参照しながら各見出し語の読み，出現形，品詞，
層別情報などの情報を付与していく。
　現在，繰り返しテキストデータへのチェックが行われた50作晶余りの本文データが作成されて
いる。上記作業と並行して，『太陽sコーパスの金数式によるインデックスとの統一的な単位の規
準，旧漢掌の処理についての規準などの検討が進んでおり，データの構成そのものも『太陽』コー
パスを含めた今後のデータ作りに齪薦を来さないようにしていこうとしている。
7．今後のデータ作成：国語辞典編集窒四一パスの作成
　これまで，H本語用例辞典の構想のもと，1901～1950年に限って，対象とする資料の種類や作
業環境に応じて，金数式，スカウト式，代表例抽出索引方式といった，いくつかの方式で用例採
集を進めてきた。一方，ある時期（例えば1901～1950年目における語彙，意味，文法といったこと
に言及し，それぞれの特徴を把握するような研究のためには十分な量のデータが必要である。多
数のテキストを電子化して蓄積し，必要ならばそれらのテキストに含まれる語それぞれに統語情
報や意味情報，あるいは表記などの情報を付与したデータの集合体，すなわちコーパスと呼ばれ
ているものが，そのために最もふさわしいデータの形態である。これまで刷列採集として進めて
きた国定教科書（読本，算数），雑誌if太陽sなどの用例データベース，：文学作品や今後対象とす
る資料のデータ全体を，ひとつのコーパスとして統括することでそうした研究に資することが可
能となる。もちろん，一口にコーパスといってもさまざまな種類があり，国語辞典編集室コーパ
スとして提供できるのは，対象資料の本文からなる生コーパスと，種々の情報を付与したタグ付
きコーパスの形態のものの2種類である。
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　以下に今後の国語辞典編集室コーパス作成の具体的な方法とアイデアについて述べる。
　・書かれた資料を計算機で読めるよう，テキストの電子化を行う（OCRまたは外部発注）
　・電子化テキスト上の的野などをあらかじめ設けた規準にしたがって加工・処理する（∫ISニー
　　ド上にない文字などの処理）
　・作成された本文データを形態素を基本とする短い単位に分割（第1次単位）
　・分割されたそれぞれの単位をもとにKIWICを作成
　・KWICデータを参照しながら，それぞれの単位に必要とされる見鵬し語を付与（第2次単｛立）
　・見出し語に対して読み，漢宇注記，繍詞などの情報を付与
　・さらに叩出し語が前後の語と結合してより大きな単位となるものすべてをコーパスへの検索
　　のキーワードとして付与（第3次単位）
　今後作成される生コーパスについていえば，データには年代，出典，ページ，行などといった
対象資料自体の情報や本文上の所在を示す管理情報が必要であり，また，テキスト上の」王Sコード
外の漢字や特殊な文字列の処理方法を検討していかねばならない。タグ付きコーーパスについてい
えば，付与すべき情報，例えば，ここで仮に第1次～第3次とした単位各々についての規準や，
複数の単位に対応できるような検索用キーワードに関しての規準を検討していく必要がある。ま
た，データのさまざまな加工段階に応じた共通作業マニュアルの整備も必要で，これまでに蓄積
されてきたデータをもとにそうした規準についての検討を続けているところである。
　将来，こうしてコーパスが作成され，データが十分な量となった段階で，コーパスからのデー
タ抽出を行って「日本語用例大辞典」の編集を始めたいと考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　鶴
　本稿は，国立国語研究所創立50周年記念研究発表会（平成10年12月14，15日）における口頭発表，「国
語辞典編集のための用例データベース」の一部をもとに，まとめ直したものである。
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　　国立鴬語研究所国語辞典編集蜜　115一一8620　東京都北区西が丘3－9－14
加藤　安彦（かとうやすひご）
　　国立国語研究所国語辞典編集室
　　kateaux＠kokken．go．jp
田中　牧郎（たなかまきろう）
　　麟立国語研究特漉語辞典編集室
　　mtanaka＠kokken．go．jp
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KIMURA　Mutsuko，　KATO　Yasuhiko，　TANAKA　Makiro
　　　　　　　　　　　The　National　Language　Research　lnstitute
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywerds
　　　　　　　　　　　　　yoorei　database，　dictionary，　coRcordance，　corpus，　KWIC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　　We　are　buildiitg　a　“yoorei　database”　（asserabled　concordances）　for　the　purpose　of　com－
piling　an　original　dictionary　that　is　not　dependent　upon　existing　dictionaries．　We　assume
that　staRdard　Japanese　was　established　between　1901　and　1950．　We　set　this　period　as　our
starting　point　to　buiid　our　“yoorei　database”．　IR　order　to　cover　a　wide　range　of　our　database
objects，　we　take　into　consideration　such　materials　as　school　textbooks，　newspapers，
magazines，　li£erary　works，　best　selling　books，　and　tke　Diet　Record．　Three　sets　of　materials
that　have　already　been　worked　on　fo｝low．
1．　Japanese　school　textbooks　written　by　the　Ministry　of　Education　（Completed）
　　　　“Kokutei　Tokuhon　Yoogo　Sooran”　（A　concordance　of　Kokutei　Tokuhon）　vol．　1－12　and
　　　　CD－ROM　version．　Total　number　of　words：　600．00e　Total　number　of　different　words：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　32，000　These　numbers　were　counted　by　the　“zensuu－shiki”　method　（to　make　a　coRcor－
　　　　dance　of　whole　words　from　a　data　set）　．
2．　Popular　magazine　“Taiyoo”　62　volumes　（ln　progress．　Planned　to　be　doRe　wlthin　3－4　years．）
　　　　Total　number　of　words：　550，000　by　the　“scout－shiki”　method　（to　make　a　concordance　of
　　　　selected　words　by　”scout　staRdard”　from　a　data　set）．　We　are　inputting　the　text　data　of　the
　　　　entire　62　volumes　in　order　to　provide　contexts　for　the　materials．　We　estimate　that　this
　　　　text　da£a　set　will　consist　of　8，000，000　characters．
3．　Literary　works：　334　stories　（ln　progress）
　　　　We　chose　334　various　short　stories　（including　novels，　essays，　critical　essays，　drama
　　　　and　juvenile　stories）　from　the　point　of　vjew　of　creating　a　well－balanced　concordance．
　　　　We　estimate　the　total　number　of　words　at　1，70e，OOO，　excluding　postpositional　particles
　　　　and　auxiliary　verbs．
4．　Arithmetic　school　textbooks　wri£ten　by　the　MiRistry　of　Education　（Completed）
　　　　KWIC　（Key　Word　IR　Context）　data　aRd　the　lexicoR　from　this　raaterial　have　already
　　　　been　done．　（Unpublished）　Total　number　of　words：　200，000　Total　number　of　different
　　　　words：　6，6eO
　　　　We　have　tentatively　tried　different　methods　for　each　data　set．　At　this　point，　howev－
er，　we　are　planning　to　make　a　manual　（for　building　the　“yoorei　database”）　more　complete　in
order　to　build　the　database　using　the　most　effective　methods．
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